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ESWLに より砕石 し経尿道的に摘出 しえた

尿管瘤内結石の1例

大阪警察病院泌尿器科(部 長:藤 岡秀樹)
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A CASE OF URINARY STONE IN URETEROCELE EXTRACTED 

          TRANSURETHRALLY AFTER ESWL 

    Takayasu GOTOH, Hiroki  ARAI, Kazuhiko  KOMORI, Eiichi SATOH, 

Tetsuo  IMAZU, Kensaku NISHIMURA, Masahito HONDA and Hideki  FusitoKA 
          From the Department of Urology, Osaka Police Hospital

   A 66-year-old man was referred to our hospital with chief complaints of difficulty in urination and 
terminal micturition pain. Ureteroceles were identified bilaterally, and a ureteral stone  (19X 12 mm) 
existed in the right ureterocele. After crushing the stone by extra corporeal shock wave lithotripsy 

(ESWL), we removed the stone transurethrally with a small incision in the right ureterocele. The 
vesicoureteral reflux (VUR) was not detected postoperatively. Now, we recommend the combination 
of ESWL and a small transurethral incision of the urelerocele for the treatment of ureteral stones in a 
ureterocele in order to prevent postoperative VUR. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 467-470, 2000) 
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緒 言

尿管瘤に結石を合併する頻度はおよそ14%と 報告さ

れており1).臨 床的にはさほど稀な疾患ではない.し

かし,治 療上,と くに経尿道的に大きな結石を摘出す

る場合,術 後の膀胱尿管逆流症(以 下VUR)が 問題

となる。今回,尿 管瘤内結石に対 し,ま ず体外衝撃波

破砕術(以 下ESWL)で 砕石 にした後,尿 管瘤に可

及的な小切開を加え経尿道的に結石を摘出することに

より,術 後,VURの 発生を予防できた症例を経験 し

たので報告する,

症 例

患者:66歳,男 性

主訴:排 尿困難,排 尿終末時痛

家族歴:特 記すべ きことなし

既往歴:20年 前より胆嚢結石を指摘

現病歴:1994年 より排尿困難を自覚 し,1995年11月

上旬より排尿終末時痛が出現 したため,同 年ll月28日

当科受診.KUB上,骨 盤腔内に石灰化像を認め,超

音波検査 ・DIP・CT膀 胱鏡にて,両 側尿管瘤およ
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び右尿管瘤内結石 と診断 し,1996年1月22日 治療 目的

で入院 となった.

入 院時 現症:身 長160cm,体 重65kg.胸 腹 部 理

学所見 に異常 を認 めなか った.

入 院時検査 成績:検 血 に異常 みとめず 生化学で は

UA7.7mg/dlと 軽 度上昇 を認 めたが,そ の他異常認

めず 検尿で はWBC10～19/hpfを 認 めた以外異 常

認めず 尿培 養ではEscherichiacoliを 同 定 した.

画 像所 見:KUBで は,骨 盤 腔内 に19×12mmの

石灰化像 を認 めた(Fig.la).DIPで は,両 側尿管下

端部 にcobrahead像 を認め,両 側 と も水腎症 は認め

なか った.骨 盤腔 内の石灰化像 は,cobrahead像 に

一致 し
,CTで,壁 におおわれた結石 を認 めた(Fig.

lb).排 尿 時膀胱尿 道造影で は,VURは 認 め なか っ

た.ま た,膀 胱鏡 にて,両 側尿管瘤 を確認 した.以 上

より,両 側尿 管瘤 および右尿 管瘤 内結石 と診断 した.

治 療:右 尿管瘤 内結石 は19×12mmと 大 きかった

ため,ま ず,1月31日ESWLを 行 った.結 石 はよ く

砕石 され(Fig.2),2月5日 経尿道的 に尿管瘤切開 お

よび結石摘出術 を行 った.手 術 は,尿 管瘤に約5mm

の可 及的小切 開 を加 え,13FrTULsheathを 用 い砕

石片 を摘出 した.結 石分析の結果 は,シ ュウ酸 カルシ

ウム94%,燐 酸 カルシウム6%で あった.

術 後経 過:術 後2年 目のKUB,DIPで は,結 石

の再発 を認 めず,右 のcobrahead像 は消失 し,排 尿
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Fig.3.VURwasnotdetectedpostopera-

tively.
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a:Plainfilmshowsastoneshadowin

thepelviccavity.b:CTrevealed

thattheureteralstone(19×12mm)

existedintherightureterocele.
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Fig.2.ThestonewascrushedbyESWL

時膀 胱尿道造影で,VURは 認 めていない(Fig.3).

考 察

尿 管瘤 について は,1982年 蝦 名 ら2)が,1987年 に は

辻 ら1)が 集 計 し,性 別 で は,や や女子 に多 く,患 側

は,左 側 に多い傾向があったと し,発 症年齢 は,10歳

以下 が もっと も多い とされてい る.ま た,尿 路結石の

合併 は453例 中130例(29%)で,尿 管瘤内結石 はその

半数約14%で あ った と報告 しているD

今 回,わ れわれは1982年 以 降の尿管瘤内結石 につい

て 自験例 を含め29例1'23)を 集 計 した.男 性17例,女 性

12例,年 齢は4歳 から66歳,平 均41歳 であった.患 側

は,右10例,左18例 とやや左側に多い.単 純性尿管瘤

に伴 ったものが17例,重 複腎孟尿管 ・異所性尿管瘤に

伴ったものが11例 あ り,結 石径は7か ら38mm,平

均17.4mmで あった.主 訴は,排 尿痛,側 腹部痛,

肉眼的血尿が多かった.

治療法 と術後VURの 有無 について,こ れら29例

の うち手術法 が明 らか な27例 を集計 し検討 した

(Tablel).治 療法については,お もに経膀胱的開放

手術 と経尿道的内視鏡手術が行われていた.ま ず結石

を伴 う尿管瘤の形態を,単 純性尿管瘤と重複尿管 ・異

所性尿管瘤に分けて検討 した.単 純性尿管瘤内結石に

対しては,経 尿道的内視鏡手術14例,経 膀胱的手術 は

2例 に行われていた.そ の経尿道的手術14例 における

術後VURの 発生は,な しが5例(36%),有 りが8

例(57%),不 明1例 であった.VUR有 りの8症 例

の追加治療は,尿 管瘤切除を行った1例 が,膀 胱尿管

新吻合 を追加 されているが,そ の他のVURは 程度

が軽いため経過観察が行われている.重 複腎孟尿管 ・

異所性尿管瘤内結石Il例 に対 しては,腎 尿管全摘をさ

れた2例 を除 き6例 が経膀胱的手術を,経 尿道的手術

は3例 で,そ の内,尿 管瘤切開術後VURの 生 じた

1例 が腎上半切除術 を追加 されている.

次に尿管瘤の形態にかかわらず,手 術法別による

VURの 術後発生について検討した.術 後経過の明ら

かなものについて,経 膀胱的開放手術は,7例 中全例

VURを 認 めず,経 尿道 的内視鏡手術 は,15例 中

VUR無 しが6例(40%),有 りが9例(60%)で あっ

た.こ こで注 目されるのは,経 尿道的内視鏡手術後に

VURが 認められた症例は,そ のほとんどがlcm以
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術後VUR
治療法 例

無 有 不明

単純性

経膀胱的 尿管瘤切除+尿 管口形成

尿管瘤切除+膀 胱尿管新吻合

11--

1--1

経尿道的 尿管瘤切開

尿管瘤切除

835-

6231

計 1668 2

重複尿管・異所性

経膀胱的 尿管瘤切除+尿 管端側吻合

尿管瘤切除+尿 管口形成

尿管瘤切除+膀 胱尿管新吻合

22--

33--

ll-一

経尿道的 尿管瘤切開

尿管瘤切除

1-1

21-1

腎尿管全摘術 22

計 1191 1

上 の大 きな結石であったことである.

一 般 に尿管瘤 に対す る内視鏡手術 に関する諸家の報

告 に よれ ば,術 後VURの 発 生 頻度 は小切 開の方が

低 い傾向 にあるこ とが示 されている.遠 位端横切 開法

による経過報告例 を見 ると,1997年 小 島らは,小 児7

カ月 か ら9歳,3尿 管 にやや長 く4～5mmの 切 開 を

加 えた ところ全例 にVURを 認 めた と し24),1990年

Richら は,1カ 月 か ら13歳,7尿 管 に2～3mmの 切

開でVURは1尿 管のみであったと報告 している25)

1988年 後 藤 らは,15尿 管 に小切 開 を加 えVURは3

尿 管 しか認め なかった と してい る26)こ れ らの報 告

か ら,経 尿道的 に尿管瘤内結石を摘 出す る場合 も,術

後のVURを 防 ぐためには可及 的小 切開が重要 であ

る と思 われ る.

以 上,自 験 例 の よ うに 尿 管 瘤 内 結 石 に 対 す る

ESWLは,尿 管瘤 の小切 開に よる経尿道的結石摘 出

を可能 と し,術 後のVURの 発 生 を防 ぐ意味で有効

と考 え られ た,こ れ まで に自験例 の ようにESWLを

併 用 した報告例 はな く,今 後 は積極的に試み られて よ

い方法 と考 えられ る.

結 語

尿管瘤内結石に対 し,ESWLで 結石を小さくした

後,尿 管瘤の可及的小切開から摘出することにより,

術後VURの 発生を防 ぐことができると思われたの

で報告 した.

本論文の要旨は第165回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて報告した.
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